
　

批
判
呼
ぶ
「
県
市
合
意
」、

混
乱
招
い
た
市
長
の
「
個

人
的
同
意
」
発
言

藤
田
知
事
と
遠

藤
市
長
が
合
意

し
た
「
県
市
合
意
」

は
、
厳
密
に
言
え

ば
、
藍
場
浜
ホ
ー

ル
整
備
に
向
け
た

取
組
方
針
に
つ
い

て
の
合
意
だ
っ
た
。

方
針
に
盛
り
込
ま

れ
た
の
は
次
の
四

点
セ
ッ
ト
だ
。

　

①
藍
場
浜
ホ
ー

ル
整
備
を
県
市
協

調
で
進
め
る
②
「
県

都
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
基
金
（
仮
称
）」

の
設
置
③
県
立
ホ
ー

ル
現
計
画
の
県
市
協

定
の
改
定
④
ア
リ
ー

ナ
な
ど
県
都
の
ま
ち

づ
く
り
を
連
携
し
て

進
め
る
。

　

県
と
徳
島
市
は

こ
の
取
組
方
針
を

そ
れ
ぞ
れ
の
議
会

に
説
明
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
メ
デ
ィ

ア
が
一
斉
に
報
道
。

四
点
セ
ッ
ト
が
既

成
事
実
化
し
た
。
報

道
さ
れ
た
「
県
市

合
意
」
は
議
会
の

反
発
を
招
い
た
。

　

市
議
会
で
は
与
党

会
派
か
ら
も
「
議
会

軽
視
だ
」
と
批
判
の

声
が
上
が
っ
た
。
対

応
に
窮
し
た
市
当
局

は
市
長
や
副
市
長
が

「
市
長
が
個
人
的
に

合
意
し
た
」
と
チ
ン

プ
ン
カ
ン
プ
ン
回
答
。

火
に
油
を
注
い
だ
。

　

議
会
対
策
の
方
便
、
市

民
を
欺
く
「
二
枚
舌
」

市
合
意
」
を
「
市

長
が
個
人
的
に

同
意
し
た
。
市
は
同

意
し
て
い
な
い
」
と

説
明
す
る
徳
島
市
だ

が
、
そ
れ
は
あ
く
ま

で
議
会
向
け
の
方
便
。

市
民
に
と
っ
て
は
不

誠
実
な
虚
偽
説
明
。

戯
れ
言
だ
。

　

ト
ッ
プ
会
談
は
九
月

十
四
日
、
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

リ
オ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

た
。
後
藤
田
知
事
と
遠

藤
市
長
の
ほ
か
、
村
上

副
知
事
、
瀬
尾
副
市
長

な
ど
県
と
徳
島
市
の
幹

部
職
員
も
テ
ー
ブ
ル
に

つ
い
て
い
る
。

　

執
行
機
関
で
あ
る
徳

島
県
と
徳
島
市
の
組
織

間
合
意
で
あ
る
の
は
明

白
。
県
も
当
然
「
組
織

と
し
て
合
意
し
た
」
と

の
認
識
だ
。「
市
長
の

個
人
的
同
意
」
と
の
説

明
は
、
市
民
を
欺
く
も

の
だ
。

　

議
会
に
問
い
詰
め
ら

れ
迷
走
す
る
遠
藤
市

長
。
事
実
に
即
す
る
な

ら
「
市
長
と
し
て
ホ
ー

ル
整
備
の
取
組
方
針
に

合
意
し
た
。
議
会
に
は

後
で
き
ち
ん
と
説
明
す

る
予
定
だ
っ
た
」
と
報

告
す
べ
き
だ
っ
た
。

　

も
っ
と
も
取
組
方
針

に
合
意
し
た
と
い
う
こ

と
は
、
方
針
が
実
現
を

目
指
す
四
点
セ
ッ
ト
に
合

意
し
た
も
同
じ
。
メ
デ
ィ

ア
が
「
藍
場
浜
計
画
や
基

金
設
置
、
協
定
改
定
で
合

意
し
た
」
と
報
じ
る
の
も

当
然
だ
。

　

市
が
自
由
に
使
え
な
い

「
ま
ち
づ
く
り
基
金
」

点
セ
ッ
ト
に
実
質

的
に
合
意
し
た
県

と
徳
島
市
。
問
題
は
基

金
だ
。
規
模
は
約
二
十
億

円
。
当
初
想
定
さ
れ
た
十

五
億
円
よ
り
ボ
リ
ュ
ー
ム

が
ア
ッ
プ
し
た
が
、
設
置

さ
れ
る
の
は
徳
島
市
で
は

な
く
県
だ
。

　

県
に
設
置
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、
徳
島
市
が
自

由
に
使
え
な
い
基
金
だ
と

い
う
こ
と
。
簡
単
に
言
え

ば
、
徳
島
市
は
預
金
通
帳

を
持
つ
だ
け
。
金
庫
は
県

に
あ
り
、
金
庫
の
鍵
や
通

帳
の
印
鑑
は
県
が
持
つ
。

　

基
金
案
浮
上
の
背
景
は
、

徳
島
市
へ
の
補
償
問
題
だ
。

県
と
徳
島
市
は
県
立
ホ
ー

ル
の
文
化
セ
ン
タ
ー
跡
地

計
画
で
協
定
を
締
結
。
市

有
地
の
無
償
譲
渡
や
既
存

施
設
の
解
体
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
な
ど
を
取
り
決
め
た
。

　

建
設
地
が
藍
場
浜
公
園

に
移
れ
ば
、
今
ま
で
や
っ

た
こ
と
が
水
の
泡
。「
無
償

譲
渡
し
た
市
有
地
は
ど
う

な
る
」「
先
行
投
資
し
た
金

は
ど
う
な
る
」
と
い
う
問

題
が
浮
上
す
る
。

　

そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
補

償
」
問
題
。
市
有
地
の
資

産
評
価
は
五
億
円
。
先
行

投
資
し
た
金
は
十
億
八
千

万
円
。
総
額
十

五
億
八
千
万
円

の
補
償
問
題
を

ど
う
す
る
か
。

県
が
出
し
た
答

が
「
基
金
」
だ
っ

た
。

　

綻
び
が
噴
出

す
る
「
基
金
補

償
」

は
十
一
月

県
議
会
で

基
金
の
条
例
案

を
提
案
予
定
だ

が
、
市
議
会
か

ら
は
「
市
が
自

由
に
使
え
な
い

基
金
。
補
償
で

も
何
で
も
な
い
」

「
使
う
時
に
い
ち
い
ち
県
に

お
伺
い
立
て
る
の
か
」
と

批
判
噴
出
だ
。

　

市
町
村
関
係
者
か
ら
も

疑
問
の
声
が
上
が
る
。「
基

金
の
原
資
は
県
民
の
金
。

な
ぜ
徳
島
市
限
定
な
の
か
。

県
の
基
金
な
ら
、
県
全
体

の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
。

不
公
平
だ
」。

　

県
議
会
か
ら
も
異
論
が

上
が
る
。「
県
議
会
が
基

金
の
取
り
崩
し
や
使
途
を

認
め
な
け
れ
ば
使
え
な
い

基
金
。
知
事
が
代
わ
れ
ば

ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。

徳
島
市
は
そ
の
リ
ス
ク
を

理
解
し
て
い
る
の
か
」。

　

疑
問
噴
出
の
「
基
金
補

償
」。
ト
ッ
プ
会
談
に
臨
ん

だ
遠
藤
市
長
や
瀬
尾
副
市

長
は
基
金
の
問
題
点
を
理

解
し
て
合
意
し
た
の
か
。

も
し
そ
う
な
ら
、
市
民
へ

の
背
任
と
も
言
え
る
県
へ

の
「
従
属
合
意
」
だ
。

　

遠
藤
市
長
は
一
期
目
に

阿
波
踊
り
の
赤
字
問
題
で

徳
島
新
聞
か
ら
三
億
円
の

寄
付
を
受
け
、
徳
島
市
に

阿
波
踊
り
振
興
基
金
を
設

置
し
た
。
そ
の
実
績
が
二

期
目
の
市
政
運
営
に
生
か

さ
れ
て
い
な
い
。

　

問
わ
れ
る
徳
島
市
の
ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

島
市
が
県
に
従
属
す

る
「
基
金
補
償
」。

今
な
ら
ま
だ
間
に
合
う
。

計
画
地
変
更
に
伴
う
補
償

な
ら
、
県
主
導
の
基
金
な

ど
や
め
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

で
一
発
勝
負
す
べ
き
だ
。

そ
の
方
が
シ
ン
ブ
ル
だ
。

　

手
法
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
。
一
つ
が
協
定
を
破
棄

す
る
リ
セ
ッ
ト
案
。
無
償

譲
渡
し
た
市
有
地
を

そ
の
ま
ま
徳
島
市
に

返
還
。
先
行
投
資
し

た
関
連
費
用
は
、
県

市
が
応
分
負
担
で
精

算
す
れ
ば
い
い
。

　

市
有
地
の
買
い
取

り
案
も
あ
る
。
協
定

を
改
定
し
、
無
償
譲

渡
を
有
償
譲
渡
に

チ
ェ
ン
ジ
。
先
行
投

資
し
た
経
費
は
土
地

取
得
に
要
し
た
経
費

と
し
て
計
上
。
市
有

地
購
入
経
費
と
し
て

市
に
支
払
え
ば
い
い
。

　

市
民
が
期
待
す
る
の

は
徳
島
市
の
自
主
性

だ
。
県
へ
の
従
属
で
は

な
く
、
少
し
は
自
分
で

も
の
を
考
え
る
べ
き

だ
。
賑
わ
い
づ
く
り
は

徳
島
市
の
仕
事
。
県
都

の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
が
問
わ
れ
て
い
る
。
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自
治
体
が
弾
力
的

に
使
え
る
「
貯
金
」

　

県
内
自
治
体
の
財

政
調
整
基
金
と
減
債

基
金
の
残
高
（
令
和
五

年
度
末
）
は
別
表
の
通

り
。
徳
島
県
は
両
基
金

あ
わ
せ
て
一
、
〇
一
一

億
円
。
市
町
村
レ
ベ
ル

で
は
三
好
市
が
一
七

九
億
円
で
ト
ッ
プ
だ
。

　

財
政
調
整
基
金
と

減
債
基
金
は
、
自
治
体

の
「
貯
金
」
だ
。
阿
南

市
が
市
民
に
配
布
し

た
給
付
金
は
、
財
政
調

整
基
金
が
財
源
だ
っ

た
。
基
金
の
取
り
崩
し

や
使
途
に
は
議
会
の

チ
ェ
ッ
ク
が
入
る
。

　

問
わ
れ
る
運
用
、
徳

島
市
は
大
半
を
金
融

機
関
に
定
期
預
金

　

自
治
体
内
に
眠

る
「
埋
蔵
金
」
と
も

言
え
る
財
政
調
整

基
金
と
減
債
基
金
。

あ
わ
せ
て
「
財
政
調

整
的
基
金
」
と
総
称

さ
れ
る
が
、
問
題
は

そ
の
運
用
だ
。
莫
大

な
公
費
は
ど
こ
に

貯
金
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　

今
年
四
月
に
遠

藤
市
長
が
再
登
場

し
た
徳
島
市
。
令
和

五
年
度
末
の
財
政

調
整
的
基
金
の
残

高
は
約
九
十
八
億

円
。
そ
の
運
用
を

担
っ
た
の
は
、
Ｊ
Ａ

徳
島
市
と
徳
島
大

正
銀
行
、
み
ず
ほ
証

券
だ
っ
た
。

　

徳
島
市
が
令
和

五
年
度
の
一
年
間

に
運
用
し
た
財
政

調
整
基
金
の
運
用

額
と
運
用
期
間
、
運

用
を
任
せ
た
金
融

機
関
、
利
率
等
は
次

の
通
り
だ
。
Ｊ
Ａ
徳
島

市
と
徳
島
大
正
銀
行

が
持
ち
回
り
で
運
用

し
て
い
る
。

　

▽
四
十
億
円
‐
令
和

五
年
六
月
二
十
六
日

か
ら
令
和
六
年
一
月

三
十
一
日
、
Ｊ
Ａ
徳
島

市
、
〇
・
〇
六
五
％
、

利
息
一
五
六
万
円
。

　

▽
三
十
億
円
‐
令
和

五
年
六
月
二
十
六
日

か
ら
令
和
五
年
八

月
三
十
一
日
、
Ｊ
Ａ

徳
島
市
と
徳
島
大

正
銀
行
に
各
十
五

億
円
、
〇
・
〇
三
％
、

利
息
約
一
六
万
円
。

　

▽
三
十
億
円
‐
令

和
五
年
八
月
三
十

一
日
か
ら
令
和
五

年
十
一
月
三
十
日
、

Ｊ
Ａ
徳
島
市
、
〇
・

〇
三
五
％
、
利
息
約

二
六
万
円
。

　

▽
二
十
五
億
円
‐

令
和
五
年
六
年
一

月
三
十
日
、
徳
島
大

正
銀
行
、
〇
・
〇
三

六
％
、
利
息
約
一
五

万
円
。

　

基
金
積
立
金
か

ら
四
十
億
円
や
三

十
億
円
等
を
二
ヵ

月
か
ら
半
年
の
ス

パ
ン
で
Ｊ
Ａ
徳
島

市
や
徳
島
大
正
銀

行
に
定
期
預
金
し

た
徳
島
市
。
金
融
機

関
に
委
託
し
た
運

用
益
は
一
年
間
で

約
二
一
三
万
円
だ
。

　
「
外
部
運
用
」
と

呼
ば
れ
る
金
融
機
関

へ
の
定
期
預
金
の
他
、

「
内
部
運
用
」
も
行

な
っ
て
い
た
。
基
金
積

立
金
の
一
般
会
計
へ

の
貸
付
だ
。
利
息
は

〇
・
一
％
。
運
用
益
は

一
年
間
で
約
四
二
八

万
円
だ
っ
た
。

約
九
十
八
億
円
の
基

金
運
用
の
収
入
は
年

間
七
二
四
万
円

　

財
政
調
整
基
金
を

「
外
部
運
用
」
と
「
内

部
運
用
」
に
活
用
し
、

令
和
五
年
度
の
一
年

間
で
約
六
四
二
万
円

の
運
用
益
を
上
げ
た

徳
島
市
。
十
二
億
円
の

減
債
基
金
も
大
半
が

「
内
部
運
用
」
に
使
わ

れ
て
い
た
。

　

十
二
億
円
の
う
ち

一
億
円
は
み
ず
ほ
証

券
を
窓
口
に
し
て
県

債
を
購
入
。
残
る
十
一

億
円
は
〇
・
一
％
の
利

息
で
一
般
会
計
に
貸

付
け
、
一
年
間
で
約
八

二
万
円
の
運
用
益
を

上
げ
て
い
た
。

　

地
方
財
政
法
で
は
、

基
金
の
運
用
は
金
融

機
関
へ
の
預
金
、
国
債

や
地
方
債
の
購
入
な

ど
元
本
が
目
減
り
し

な
い
確
実
な
方
法
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
徳

島
市
の
基
金
運
用
は

法
の
趣
旨
に
沿
っ
た

も
の
だ
っ
た
。

　

市
債
残
高
は
約
一
、

五
五
八
億
円
、
徳
島
市

　

一
般
会
計
や
特
別

会
計
、
企
業
会
計
合
わ

せ
て
市
債
残
高
が
約

一
、
五
五
八
億
円
あ
る

徳
島
市
。
健
全
な
財
政

運
営
を
実
現
す
る
た

め
に
も
、
財
政
調
整
的

基
金
の
さ
ら
な
る
積

み
増
し
が
問

わ
れ
て
い
る
。

　

同
市
の
実

質
公
債
費
比

率
は
五
・
七
％

と
同
種
自
治

体
の
二
倍
近

く
数
値
が
悪

い
。

三

一
・

九
％
の
将
来

負
担
比
率
も

交
付
税
の
対

象
に
な
ら
な

い
地
方
債
の

割
合
が
高
く

借
金
返
済
の

負
担
が
増
え

る
一
方
だ
。

　

ウ
ル
ト
ラ

Ｃ
は
国
庫
補

助
制
度
の
積

極

活

用

だ

が
、
財
務
省

が
財
政
部
長

に
出
向
さ
せ

て
い
た
職
員
を
今

年
八
月
末
に
突
如

引
き
上
げ
る
な

ど
、
財
務
省
と
の

パ
イ
プ
が
切
れ
て

し
ま
っ
た
。

　

借
金
返
済
で
い

つ
か
は
首
が
回
ら

な
く
な
る
財
政
危

機
の
到
来
が
懸
念

さ
れ
る
徳
島
市
。

有
利
な
起
債
制
度

の
活
用
や
財
政
調

整
的
基
金
の
積
み

立
て
な
ど
、
将
来

を
見
据
え
た
財
政

運
営
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
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公式 LINE
始めました
友だち追加はこちら

〒777-8577 徳島県美馬市穴吹町穴吹字九反地５番地
美馬市役所

　

十
月
二
十
七
日
投
開
票
が

濃
厚
に
な
っ
た
次
期
衆
院
選
。

徳
島
一
区
の
焦
点
は
立
憲
民

主
の
新
人
、
高
橋
永
氏
（
四

九
）の
動
向
だ
。
自
民
の
仁
木
、

維
新
の
吉
田
両
衆
院
議
員
に

対
し
、
新
風
を
吹
か
す
か
。

　

高
橋
氏
は
東
京
生
ま
れ
。
神
戸

大
理
学
部
卒
。
博
報
堂
に
勤
務
。

徳
島
大
学
科
目
等
履
修
生
と
し
て

政
治
を
学
び
、
衆
院
選
出
馬
を
決

意
。
立
憲
民
主
党
徳
島
一
区
の
公

認
候
補
に
選
ば
れ
た
。

　

徳
島
市
北
田
宮

に
事
務
所
を
開

設
。
九
月
二
十
八

日
に
立
憲
民
主
の

小
川
幹
事
長
や
広

田
参
院
議
員
を
迎

え
て
事
務
所
開
き

を
行
っ
た
。
会
長

に
木
村
清
志
弁
護

士
、
副
会
長
に
吉

田
益
子
元
県
議
が

就
任
し
た
。

　

選
挙
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
変
革
」。「
ど

う
せ
変
わ
ら
な
い
、
を
変
え
て
い

く
！
」
と
ア
ピ
ー
ル
。
政
治
や
社

会
、
経
済
、
産
業
、
ま
ち
づ
く
り
、

教
育
の
各
分
野
で「
変
え
て
い
く
」

と
変
革
を
強
調
す
る
。

　

徳
島
に
馴
染
み
の
な
い
落
下

傘
候
補
だ
が
、「
故
三
木
武
夫

元
首
相
の
孫
」
と
い
う
政
治
家

の
家
系
だ
。
母
親
の
故
高
橋
紀

世
子
氏
も
元
参
院
議
員
。「
信

な
く
ば
立
た
ず
」
と
い
う
政
治

イ
ズ
ム
の
直
系
継
承
者
だ
。

　

祖
父
の
故
三
木
武
夫
元
首
相

は
華
麗
な
家
系
図
で
一
目
置
か

れ
た
。
息
子
の
三
木
啓
史
氏
は

東
洋
製
罐
の
名
誉
会
長
、
義
弟

の
故
森
清
氏
は
元
衆
院
議
員
で

元
総
理
府
総
務
長
官
、
義
弟
の

故
森
美
秀
氏
は
元
衆
院
議
員
で

元
環
境
庁
長
官
。

　

義
甥
の
森
英
介
氏
は
衆
院
議

員
で
元
法
務
大
臣
、
義
甥
の
松

崎
哲
久
氏
は
元
衆
院
議
員
。
錚
々

た
る
政
治
人
脈
が
衆
院
選
で
ど

ん
な
影
響
力
を
発
揮
す
る
か
は

不
明
だ
が
、
三
木
ブ
ラ
ン
ド
が

持
つ
存
在
感
は
大
き
い
。

　

故
三
木
武
夫
元
首
相
の
地
元

で
あ
る
二
区
で
は
な
く
、
一
区

か
ら
の
出
馬
に
な
っ
た
の
は
、

立
憲
民
主
県
連
の
事
情
も
大
き

い
。
一
区
で
の
候
補
者
擁
立
を

最
優
先
す
る
県
連
と
高
橋
氏
の

思
惑
が
一
致
し
た
よ
う
だ
。

　

立
憲
民
主
や
市
民
団
体
な
ど

野
党
勢
力
の
支
援
を
受
け
る
高

橋
氏
。
背
景
に
は
徳
大
の
饗
場

教
授
の
姿
が
見
え
隠
れ
す
る
。

昨
年
県
議
選
前
に
同
氏
を
立
憲

民
主
や
国
民
民
主
に
紹
介
し
た

の
も
同
教
授
だ
っ
た
。

　

リ
ベ
ラ
ル
派
の
論
客
で
知
ら

れ
る
饗
場
教
授
。
高
橋
氏
の
事

務
所
開
き
に
も
姿
を
見
せ
た
が
、

本
職
は
徳
島
大
学
の
教
授
。
過

度
な
政
治
介
入
は
「
地
位
利
用

の
選
挙
運
動
か
」
と
の
誤
解
を

与
え
か
ね
な
い
。

　

前
回
野
党
系
無
所
属
候
補
と

し
て
当
選
、
後
に
自
民
に
鞍
替

え
し
た
仁
木
衆
院
議
員
の
対
抗

馬
と
し
て
高
橋
氏
を
擁
立
し
た

立
憲
民
主
。
地
盤
沈
下
が
続
く

県
連
再
生
の
選
挙
と
な
る
か
。

徳島二区から出馬の飯泉元知事。「最後の闘い」と首長らをアポなし訪問。首長らは「自民現職がいるのに」と迷惑顔。「空気が読めない出馬だったのか」との声。

県
立
ホ
ー
ル
の
県
市
合
意
問
題
。「「
個
人
と
し
て
同
意
し
た
」」
と
の
遠
藤
市
長
発
言
を
受
け
て
、
瀬
尾
副
市
長
が
「「
組
織
と
し
て
は
同
意
し
て
い
な
い
」」
と
県
に
申
し
入
れ
。「「
執
行
機
関
の
徳
島
県
と
徳
島
市
が
組
織
と
し
て
合
意
し
た
」」
と
説
明
す
る
県
と
の
溝
は
深
ま
る
ば
か
り
。

自
民
・
山
口
衆
院
議
員
が
十
二
選
目
指
す
徳
島
二
区
。
首
長
ら
は
揃
っ
て
山
口
氏
支
援
。
重
鎮
の
兼
西
つ
る
ぎ
町
長
は
「
自
民
県
連
副
会
長
と
し
て
筋
を
通
す
」
と
山
口
氏
支
援
の
旗
振
り
役
。
飯
泉
元
知
事
シ
ン
パ
の
松
田
上
板
町
長
も
「
自
民
党
員
で
す
か
ら
」
と
山
口
氏
支
援
を
示
唆
。
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ト
ッ
プ
は
三
好
市
の
百
七
十
九
億
円
、
ワ
ー
ス
ト

は
板
野
町
の
十
五
億
円
…
。
県
内
市
町
村
の
貯
金
ラ

ン
キ
ン
グ
。
ト
ッ
プ
は
人
口
約
二
万
二
千
人
の
三
好

市
。
県
議
か
ら
転
身
し
た
高
井
市
長
が
貯
め
込
ん
だ
。

ワ
ー
ス
ト
は
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ
の
板
野
町
。

町
村
会
会
長
の
玉
井
町
長
が
「
住
み
良
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
た
め
に
積
極
投
資
し
た
の
か
。

　
　
　

お
粗
末
な
「
県
市
合
意
」
だ
。
ト
ッ
プ
会
談
で
県
立
ホ
ー
ル
の
「
藍
場
浜
プ
ラ

ン
」
と
「
基
金
」
で
合
意
し
た
後
藤
田
知
事
と
遠
藤
市
長
。
笑
顔
で
握
手
し
「
県

市
協
調
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
ホ
ー
ル
整
備
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
の

「
政
治
的
合
意
」
だ
っ
た
が
、
市
議
会
が
「
議
会
軽
視
だ
」
と
反
発
。
遠
藤
市
長
が

「
個
人
と
し
て
同
意
し
た
」
と
意
味
不
明
な
弁
明
を
繰
り
返
す
ド
タ
バ
タ
騒
動
に
発

展
し
て
い
る
。
基
金
に
つ
い
て
も
「
市
が
自
由
に
使
え
る
の
か
」
と
疑
問
噴
出
だ
。

掛
け
違
え
た
ボ
タ
ン
を
リ
セ
ッ
ト
し
、「
ウ
ィ
ン
‐
ウ
ィ
ン
」
の
フ
ェ
ア
な
県
市
協

調
で
徳
島
駅
周
辺
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
め
ざ
す
べ
き
だ
。

高井 三好市長

自治体 財政調整基金 減債基金 合計

徳島県 １９０億円 ８２１億円 １，０１１億円

徳島市 ８６億３，１５８万円 １２億１，５７７万円 ９８億４，７３５万円

鳴門市 ５３億４，３５０万円 １６億３０９万円 ６９億４，６５９万円

小松島市 １３億５９７万円 ７億８，９１６万円 ２０億９，５１３万円

阿南市 ６８億９，０００万円 ４２億２，０００万円 １１１億１，０００万円

吉野川市 ３４億２，６２６万円 ３６億４，３９５万円 ７０億７，０２１万円

阿波市 ３１億２，２７０万円 ２８億３３６万円 ５９億２，６０６万円

美馬市 ３７億３，０１２万円 ８億３，２０３万円 ４５億６，２１５万円

三好市 ９０億４，４７７万円 ８８億８，２４０万円 １７９億２，７１７万円

勝浦町 ２３億９，２８０万円 ３億８，００４万円 ２７億７，２８４万円

上勝町 ２６億１，０００万円 １２億６，６００万円 ３８億７，６００万円

佐那河内村 １４億８３３万円 ９億４，０７８万円 ２３億４，９１１万円

石井町 １９億９，１００万円 ６億５，４００万円 ２６億４，５００万円

神山町 ３０億９，２５９万円 ９億３，９６８万円 ４０億３，２２７万円

那賀町 ３７億１，３３２万円 ２４億２，０８０万円 ６１億３，４１２万円

牟岐町 １４億円 ３億２，０００万円 １７億２，０００万円

美波町 １３億６，０００万円 ６億円 １９億６，０００万円

海陽町 ４０億４，１７４万円 １９億１，８２８万円 ５９億６，００２万円

松茂町 ２１億９，８３８万円 ２億４，１６０万円 ２４億３，９９８万円

北島町 ３５億８，１０８万円 ２億３，８５０万円 ３８億１，９５８万円

藍住町 ２７億１，７０６万円 ３億５，２９３万円 ３０億６，９９９万円

板野町 ６億７，８１２万円 ９億１，８５０万円 １５億９，６６２万円

上板町 １６億１，２３２万円 ３億９，４１８万円 ２０億６５０万円

つるぎ町 ７億６，１５６万円 ２１億６，５０６万円 ２９億２，６６２万円

東みよし町 ３１億８，８１５万円 １０億３，５３２万円 ４２億２，３４７万円

●財政調整基金
財源不足を補う基金。使えるのは、財源不足の穴埋めや災害対策、緊急
に必要となった公共事業などやむを得ない場合、財産取得や地方債の繰
上げ償還など。

●減債基金
健全財政を運営するために、将来の借金返済（地方債の償還）に備えて
設置された基金。

　

徳
島
県
の
施
設
管
理
業
務

の
入
札
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、

前
飯
泉
知
事
時
代
に
確
立
し

た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ど
ん
な
シ
ス
テ
ム
か
と
い

う
と
、
県
有
施
設
の

清
掃
業
務
、
設
備
業

務
、
警
備
業
務
、
消

防
設
備
点
検
業
務
の

四
業
種
を
、
年
商
・

営
業
年
数
・
県
と
の

取
引
実
績
等
の
書
類

に
て
、
Ａ
ラ
ン
ク
、

Ｂ
ラ
ン
ク
、
Ｃ
ラ
ン

ク
に
分
け
て
、
そ
の

建
物
の
年
間
予
算
額

（
税
込
み
）
に
よ
っ

て
指
名
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　

清
掃
の
ラ
ン
ク
分

け
は
年
額
六
百
万
円

以
上
が
Ａ
ラ
ン
ク
、

年
額
三
百
万
円
以
上

六
百
万
円
以
下
が
Ｂ

ラ
ン
ク
、
三
百
万
円

以
下
が
Ｃ
ラ
ン
ク
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
毎
年
予

算
額
が
上
が
り
（
予

算
が
上
が
る
の
は
い
い
こ

と
で
す
が
）
ほ
と
ん
ど
が

六
百
万
円
を
超
え
て
し
ま
い
、

Ｂ
ラ
ン
ク
の
入
札
物
件
が
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

い
ま
の
シ
ス
テ
ム
で
は

Ａ
ラ
ン
ク
の
業
者
ば
か
り
が

得
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
落
札
業
者
、
落
札
金

額
を
み
て
も
、
ど
う
考
え
て

も
裏
で
話
し
合
い
を
し
て
い

る
よ
う
に
思
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

特
に
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

協
同
組
合
や
協
会
の
連
中
は

自
分
の
も
の
の
よ
う
に
既
得

権
が
あ
る
と
か
言
っ
て
協
力

を
迫
っ
て
き
ま
す
。

　

せ
め
て
、
Ａ
ラ
ン
ク
は
年

額
一
千
万
円
以
上
、
Ｂ
ラ
ン

ク
は
年
額
五
百
万
円
以
上

一
千
万
円
以
下
、
Ｃ
ラ
ン
ク

が
年
額
五
百
万
円
以
下
に
し

て
も
ら
え
た
ら
均
等
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
談
合
な
ど
も

で
き
な
い
よ
う
に
考
え
て
も

ら
え
た
ら
最
高
で
す
。

　

清
掃
や
設
備
運
転
管
理
業
務

な
ど
県
有
施
設
の
維
持
管
理
業

務
の
公
平
な
入
札
を
求
め
る
声

だ
。
県
は
業
者
を
売
上
げ
等
で

格
付
け
（
ラ
ン
ク
分
け
）
し
、

ラ
ン
ク
別
で
参
加
で
き
る
入
札

案
件
を
決
め
て
い
る
。

　

指
摘
さ
れ
た
問
題
点
は
二

点
。
①
ラ
ン
ク
分
け
の
基
準
が

実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
②
Ａ
ラ
ン

ク
の
業
者
に
発
注
が
集
中
す

る
。
予
算
額
の
ア
ッ
プ
で
Ａ
ラ

ン
ク
の
業
者
を
対
象
に
し
た
入

札
物
件
が
増
え
て
い
る
。

　

県
は
業
者
を
業
種
別
に
点
数

を
つ
け
、
ラ
ン
ク
分
け
し
て
い

る
。
例
え
ば
清
掃
。
三
十
四
社

に
順
位
を
つ
け
、
一
位
か
ら

十
二
位
が
Ａ
ラ
ン
ク
、
十
三
位

か
ら
二
十
三
位
が
Ｂ
ラ
ン
ク
、

そ
れ
以
下
が
Ｃ
ラ
ン
ク
だ
。

　

各
ラ
ン
ク
の
業
者
が
参
加
で

き
る
入
札
物
件
は
設
計
金
額
で

線
引
き
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
ラ
ン

ク
は
六
百
万
円
以
上
。
Ｂ
ラ
ン

ク
は
三
百
万
円
か
ら
六
百
万
円

ま
で
。
Ｃ
ラ
ン
ク
は
三
百
万
円

以
下
だ
。

　

発
注
は
Ａ
ラ
ン
ク
業
者
に
集

中
し
て
い
る
。
令
和
四
年
度
の

実
績
で
は
、
Ａ
ラ
ン
ク
業
者
が

二
十
六
件
・
四
十
八
億
五
千
万

円
。
Ｂ
ラ
ン
ク
が
八
件
・

四
千
万
円
、
Ｃ
ラ
ン
ク
が
二
十

件
・
二
千
八
百
万
円
だ
。

　

金
額
ベ
ー
ス
で
年
間
委
託
業

務
の
九
十
八
％
が
Ａ
ラ
ン
ク
業

者
に
集
中
す
る
清
掃
業
務
。
Ｂ

ラ
ン
ク
や
Ｃ
ラ
ン
ク
業
者
か
ら

「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
増
や

し
て
欲
し
い
」
と
不
満
の
声
が

上
が
る
の
も
当
然
だ
。

　

Ａ
ラ
ン
ク
業
者
の
寡
占
状
態

解
消
策
の
一
つ
が
、
入
札
参
加

金
額
の
見
直
し
。
設
計
金
額

一
千
万
円
の
入
札
に
Ｂ
ラ
ン
ク

業
者
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
Ｂ
や
Ｃ
ラ
ン
ク
業
者
の

商
機
も
広
が
る
。

　

県
管
財
課
は
「
ラ
ン
ク
別
の

入
札
参
加
金
額
の
見
直
し
な
ど

格
付
け
基
準
の
改
定
は
検
討
す

る
予
定
だ
。
業
者
側
に
も
Ａ
ラ

ン
ク
入
り
を
目
指
し
た
自
助

努
力
を
促
し
た
い
」
と
の
見

解
だ
。
た
い
」
と
の
見
解
だ
。

No.129
　

東
京
で
開
催
さ
れ
た
日
台
親

善
協
会
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
出

会
っ
た
街
角
美
人
。
名
前
は
山

崎
結
子
さ
ん
。
も
ら
っ
た
名
刺

を
見
て
び
っ
く
り
。
青
森
県

外
ヶ
浜
町
の
町
長
だ
っ
た
。

　

青
森
県
初
の
女
性
首
長
と
し

て
話
題
を
呼
ん
だ
お
方
。
父
親

と
祖
父
が
元
参
院
議
員
と
い
う

政
治
家
フ
ァ
ミ
リ
ー
。
民
間
企

業
勤
務
を
経
て
、
平
成
二
十
九

年
町
長
選
で
初
当
選
。
現
在
二

期
目
だ
。四
十
三
歳
の
独
身
だ
。

　

外
ヶ
浜
町
は
津
軽
半
島
北

東
部
の
ま
ち
。
人
口
は
約

四
千
六
百
人
。
多
く
の
文
化
資

産
で
知
ら
れ
る
。
令
和
三
年
に

は
「
史
跡
大
平
山
元
遺
跡
」
が

ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
。

　
「
歴
史
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
ま

ち
で
す
。
縄
文
ス
ト
ー
リ
ー
始

ま
り
の
地
へ
是
非
一
度
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
」。
山
崎

町
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

徳島一区徳島一区


